
1

第３回水道メーターを活用した高齢者見守り研究会

平成２９年１２月１９日

東洋計器株式会社

１．１．１．１． ASAーーーーSystem－－－－KIZUKIシステムの流れシステムの流れシステムの流れシステムの流れ

２．２．２．２．設置工事設置工事設置工事設置工事

３．運用状況、異変メール配信状況３．運用状況、異変メール配信状況３．運用状況、異変メール配信状況３．運用状況、異変メール配信状況

４．連絡掲示板の利用状況４．連絡掲示板の利用状況４．連絡掲示板の利用状況４．連絡掲示板の利用状況

５．メンテナンス対応について５．メンテナンス対応について５．メンテナンス対応について５．メンテナンス対応について

６．弊社からの要望６．弊社からの要望６．弊社からの要望６．弊社からの要望
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①．水道メーターが元気、異変を検出します

②．見守り装置が通信回線を使ってセンターへ通報します。

③．センターは見守る方の携帯・パソコンへ状況をメールでお知らせします。

④．メールのＵＲＬから連絡掲示板にジャンプし情報を共有します。

１１１１．ASA－System－KIZUKI システムの流れ

①

② ③

④
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朝、初めて水を使ったら「朝、初めて水を使ったら「朝、初めて水を使ったら「朝、初めて水を使ったら「元気元気元気元気」に活動をはじめた」に活動をはじめた」に活動をはじめた」に活動をはじめた

とみなし、メールでお知らせします。とみなし、メールでお知らせします。とみなし、メールでお知らせします。とみなし、メールでお知らせします。

元気メールは、朝５時から12時までの間に水を
１リットル以上使用した時に通報します。

（希望者にメールを送ります。）

【元気メールのメリット】

・毎朝メールを受け取ると元気でいる事がわかり、とても安心です。

・元気メールが毎日届く時間で生活リズムの目安となります。

・見守り装置や電話回線、通信機器が正常に動作していることを毎日確認できますので

機器の異常があっても早期に発見できます。

ポイント１．ポイント１．ポイント１．ポイント１．元気メール元気メール元気メール元気メール
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２時間以上水道使用が続いた場合、「２時間以上水道使用が続いた場合、「２時間以上水道使用が続いた場合、「２時間以上水道使用が続いた場合、「異変異変異変異変」が」が」が」が

あったとみなし、あったとみなし、あったとみなし、あったとみなし、 メールでお知らせします。メールでお知らせします。メールでお知らせします。メールでお知らせします。

毎時間当たり３０リットル以上の水量が２時間連続して
流れた場合に「連続使用」メールを送ります。
継続している場合は、２時間毎にメールを送ります。

１１１１日を朝・昼・夜の日を朝・昼・夜の日を朝・昼・夜の日を朝・昼・夜の３３３３回に分け回に分け回に分け回に分け、、、、毎時毎時毎時毎時１０Ｌ１０Ｌ１０Ｌ１０Ｌを超える流を超える流を超える流を超える流
量が量が量が量が １１１１度も度も度も度もなかったなかったなかったなかった場合に場合に場合に場合に「「「「異変異変異変異変」があったとみなし、」があったとみなし、」があったとみなし、」があったとみなし、
メールでお知らせします。メールでお知らせします。メールでお知らせします。メールでお知らせします。

①朝 ５時から１３時まで ８時間 （１３時に通報）
②昼 １３時から２１時まで ８時間 （２１時に通報）
③夜 ２１時から翌７時まで １０時間 （７時に通報）

見守る方全員にメール
を送ります。

見守る方全員にメール
を送ります。

ポイント２．ポイント２．ポイント２．ポイント２．連続使用メール連続使用メール連続使用メール連続使用メール

ポイント３．ポイント３．ポイント３．ポイント３．水不使用メール水不使用メール水不使用メール水不使用メール
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「異変」メールには連絡掲示板の「異変」メールには連絡掲示板の「異変」メールには連絡掲示板の「異変」メールには連絡掲示板のURLURLURLURLが付いています。が付いています。が付いています。が付いています。
ここをタップして連絡掲示板を開き、利用者の状況や不在の連絡などを自由に書き込み、ここをタップして連絡掲示板を開き、利用者の状況や不在の連絡などを自由に書き込み、ここをタップして連絡掲示板を開き、利用者の状況や不在の連絡などを自由に書き込み、ここをタップして連絡掲示板を開き、利用者の状況や不在の連絡などを自由に書き込み、
見守る方同士で情報の共有が可能です。見守る方同士で情報の共有が可能です。見守る方同士で情報の共有が可能です。見守る方同士で情報の共有が可能です。

ポイント４．ポイント４．ポイント４．ポイント４．見守り連絡掲示板見守り連絡掲示板見守り連絡掲示板見守り連絡掲示板

【記入例記入例記入例記入例】】】】

・２泊で旅行に出かけています。・２泊で旅行に出かけています。・２泊で旅行に出かけています。・２泊で旅行に出かけています。

・１週間子供の家に滞在します。・１週間子供の家に滞在します。・１週間子供の家に滞在します。・１週間子供の家に滞在します。

・今日はデイサービスに出かけています。・今日はデイサービスに出かけています。・今日はデイサービスに出かけています。・今日はデイサービスに出かけています。
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２２２２． 設置工事設置工事設置工事設置工事

（１）設置実績

①Ｈ２９年７月～８月・・・３０件（運用開始前）
②Ｈ２９年９月・・・５件（運用開始後）
③Ｈ２９年１０月・・・２件（運用開始後）

合計・・・３７件

設置工事の状況、課題、対策について

現在までの設置件数は下記のとおりです。

①３７件の平均工事時間

（ａ）見守りメーター設置：約２．５ｈ（MAX：８ｈ ＭＩＮ：０．５ｈ）

（ｂ）見守り装置設置 ：約２ｈ（MAX：３．５ｈ ＭＩＮ：１．０ｈ）

②標準的な工事内容

（ａ）メーター交換工事（上田水道管理事務所様担当）

・水道メーター交換工事
・水道メーターの信号線を壁面へ立ち上げる（フレキ管埋設、地面から約20cm立上げ）

（ｂ）見守り装置設置工事（東洋計器担当）
・見守り装置の設置（壁面取付）

・メーター信号線立上部から見守り装置までの配線

・見守り装置から保安器までの配線

※通信回線は一般通信回線（アナログ回線）を基本とする。

（２）設置工事状況



7・見守り装置～保安器間：２５ｍ

【【【【標準工事例】

見守り装置

メーター

見守り装置

・メーター～ケーブル立上位置：６ｍ
・見守り装置～保安器間：３ｍ

保安器保安器配線経路
(地中配線）

配線経路

（３）工事例

離れ

行った。

別宅

別宅から母屋へ架空配線
（空中に電線を渡して配線）

母屋に見守り装置設置

【【【【難工事例】

別宅に設置された保安器から母屋の見守り装置までの配線が必要。

母屋
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（ｂ）見守り装置～保安器までの距離別件数

4

9

24

７m未満

７m以上～25m未満

25m以上

（４）工事の課題と対応

【工事の課題】

主に下記（ａ）～（ｅ）に該当する設置現場は工事及び事前の準備に時間を要する。

（ａ）水道メーター～見守り装置設置場所（ケーブル立上位置）の距離が長い（約１５ｍ以上）

（ｂ）見守り装置～保安器までの距離が長い（約２５ｍ以上）

（ｃ）メーターボックス周辺がコンクリートやアスファルトで掘削が困難

（ｄ）利用者宅が光回線で宅内からの配線工事が必要

（ｅ）集合住宅への見守りシステム設置

(24％)

(６５％)

(11％)

（ａ）ﾒｰﾀｰ～ｹｰﾌﾞﾙ立上位置までの距離別件数

16

18

3

5m未満

5m以上～15m未満

15m以上

４３％

４９％

８％

（ａ）ﾒｰﾀｰ～ｹｰﾌﾞﾙ立上位置までの距離別件数

16

18

3

5m未満

5m以上～15m未満

15m以上

(４３％)

(４９％)

(８％)
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①水道メーターと見守り装置設置場所の距離が長い
ケーブル埋設に予想以上の工数を要する。また、状況により（インターロッキング等）でケーブルの
埋設に多くの費用が必要。

（ａ）対応
既設メーターの二次側（宅内側）に見守り専用メーターを新設

（既設の水道メーターは検針用に残す）
（ｂ）新設件数：２件（平均作業時間 約３.５ｈ／件）

写真手前に既設メーターがあり、
奥側の住居とは30ｍ程の距離がある。
住居壁に見守り装置を設置するため
見守り用メーターを住居脇に新設。

見守り用ﾒｰﾀｰ

住居脇に新設

【対応】
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②メーターボックス周辺がコンクリートやアスファルト
メーター線埋設時の掘削に予想以上の工数を要する。

（ａ）対応

時間を要するが、今回は予定通りの工事を実施した。（上田水道管理事務所様が対応）
（ｂ）件数：７件（平均作業時間 約４ｈ／件）

アスファルト

アスファルト

コンクリート

コンクリート

埋設箇所

埋設箇所
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③利用者宅が光回線の対応

見守り装置はアナログ回線を使用して通信を行うため、光回線の場合、電話機用端子から分岐して

見守り装置をアナログ通信網へ接続する必要がある（宅内工事が必要）

（ａ）対応

現場調査時に利用者に宅内工事の許可を頂く。

（ｂ）工事内容

宅内に設置されている無線ＬＡＮルーターのアナログ電話用端子より見守り装置まで配線する。

（ｃ）件数：４件（平均作業時間 約３.５ｈ／件）

宅内アナログ電話接続端子より配線

壁に穴を開け
宅外へ配線

配線

框の下を配線し
屋外へ

配線
物置壁に見守り
装置設置
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④集合住宅（県営住宅）への設置
・住宅が県の所有となるため、住宅供給公社様の許可が必要となる。
・一般（民間）の集合住宅の場合は管理会社やオーナーの許可が必要となる。
・集合住宅の場合、各戸専用の保安器が設置されていないため宅内の電話機用端子から分岐して
見守り装置を通信網に接続する必要がある。（宅内工事が必要）
（ａ）対応

長野県企業局様立ち会いのもと現場調を査実施し、県(住宅供給公社様)の許可を得て工事を実施。
（ｂ）工事内容

パイプシャフト内に見守り装置を設置。
今回は、パイプシャフト内より、天井裏(既設配管）を利用し宅内の電話機に見守り 装置を接続。

（ｃ）件数：１件（作業時間 約３ｈ）

天井裏配線

電話機と見守り
装置接続

PS内に見守り
装置設置

見 守 り 用 水 道 メ ー
ターに交換
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①見守り装置の通信方式について

今後一般アナログ回線は携帯電話等の普及により減少傾向となります。

光回線及び電話回線のない家庭への対応が重要な課題となるため、ＩｏＴが進む中で、新たな通信方法に

対応した機器を開発して参ります。

②配線工事簡略化

（ａ）見守り装置と通信網の配線

新たな通信方式により通信が無線化されることで、見守り装置から通信網までの配線工事

が不要となり、利用者宅の回線や保安器の位置等に関係なく設置工事ができます。

（ｂ）メーターと見守り装置間の配線
メーターと見守り装置間の配線は、メーター周辺がアスファルト等の場合掘削に時間を要します。
今後の改善項目として、メーターと見守り装置間の通信方法についても検討致します。

今後、実証試験の課題を踏まえ、ＩｏＴを活用した高齢者見守りシステムに対応する新たな機器の
開発に努めASAシステムの普及を促進したいと考えます。

（５）今後の改善点等
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３．３．３．３．運用状況、異変メール配信状況運用状況、異変メール配信状況運用状況、異変メール配信状況運用状況、異変メール配信状況

受信内容 ９月 １０月 1１月 合計

 元気（使い始め） 359/360 (12件×30日) 432/434 (14件×31日) 412/420 (14件×30日) 1203/1214

 連続使用警告 0 20 15 35

 水不使用警告 17 65 68 150

合　計 376 517 495 1388

本年９月１日から運用を開始し、３か月で約１４００回弱の通報を受信しました。
通報受信内容や前後の状況から、異変メールの原因について解析を行いました。

１．元気メール 受信回数：１２０３１２０３１２０３１２０３／／／／１２１４回１２１４回１２１４回１２１４回

未受信が１１回あり。内訳は以下の通り。

・設定時間内に水を使わなかった（不使用を受信） ４回

・通信できなかった（電話が使用中、電話回線のノイズ等の可能性） ７回

２．連続使用警告 受信回数：３５回３５回３５回３５回（２時間毎に通報）

・配管漏水が１箇所判明し、修理後に通報が停止 １７回

・流しっ放しが継続した 10回(20時間)×1箇所、3回(6時間)×2箇所 １６回

・２時間の流しっ放しで停止した 1回(2時間)×2箇所 ２回

通報受信回数と内容
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３．不使用警告 受信回数：１５０回１５０回１５０回１５０回

・設定時間帯と不使用の受信回数

①２１時 ～ ７時に水を使わなかった。 ７９回

②５時 ～ １３時に水を使わなかった。 ２９回

③１３時～２１時に水を使わなかった。 ４２回

・考えられる原因(前後の通報から推測)

①数日間不在で水を使わなかった ６２回

②外出等で設定時間内に水を使わなかった ３０回

③寝るのが早く使い始めが遅い（２１時～７時に不使用） ５８回

※３カ月間で異変通報を１８５回受信しているが、実際に異変が起きたケースはなし。

※連続使用は、漏水１か所、閉め忘れと思われる連続通報が５か所で発生したが、

漏水の修理、蛇口を閉める等を実施していただき解消した。

利用者のご家族へメールが届く事で長時間の流しっ放しを防ぐことに役立っている。

※不使用の受信回数は、朝７時の不使用警告（前夜２１時～７時まで不使用）が最も多く、

使い始めが遅い人が多い事が判明した。判定条件を決める際に役立つデーターとなる。
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何人かで連携して見守る場合、見守る人同士が情報を共有できるよう、連絡掲示板を作成しています。
坂城町様の場合、ご家族が一人で見守るケースが多いため（１８／３７件）掲示板の利用がとても少ない
状況です。

４．連絡掲示板の利用状況４．連絡掲示板の利用状況４．連絡掲示板の利用状況４．連絡掲示板の利用状況

利用状況
９月・・・０件

１０月・・・０件
１１月・・・２件

連絡掲示板は、異変通報時にセンターの担当者も
確認しており、予め旅行や外出等の予定が分かって
いる場合には、書込みしていただくと緊急性がない事
を確認できます。

見守り対応をする方に掲示板の使用方法を再度説明
し、利用促進を図りたいと考えています。
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５．メンテナンス対応について５．メンテナンス対応について５．メンテナンス対応について５．メンテナンス対応について

実証試験を進める中で想定される事象と、メンテナンス対応について。

１．想定される事象
①元気メールが届かない（元気メール利用の場合）
②同じ通報が何回も届く

２．考えられる原因
①装置が正しく通報していない、または電話回線のトラブルなどで発生。
②主に電話回線のトラブルにより発生。

３．メンテナンス対応
年１回の定期点検と、事象発生時のスポットメンテナンスを行ってまいります。
現地確認項目

・装置取付状況（ボックス破損、取付けネジの緩み、水の浸入）
・電話回線の電圧チェック
・電話回線の接続状況 確認（接触・緩み、被覆の破損）
・回線ノイズの確認（回線モニター使用）
・ノイズ発生源の有無を確認
・見守り装置電池電圧チェック
・メーター線の接続状態（接触・緩み、被覆の破損）
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６６６６．．．．弊社からの要望弊社からの要望弊社からの要望弊社からの要望

（１）元気メールの利用推奨
元気メールの利用を標準としたい。
元気メールを毎日受信することで、下記のメリットがあります。
①利用者の生活リズムの把握にもつながり、ご家族にとっても体調の変化等にいち早く気付くこと

ができる。
②家族に毎日メールが届くので、家族と連絡を頻繁に取り合うようになる。
③機器の異常も早期に発見できる。

（２）設置件数の拡大
現在、３７件の設置にとどまっています。設置箇所の拡大をお願い致します。

①坂城町様
当初の目標である１００件の設置をお願いします。

②ＡＳＡシステムの拡大
・坂城町様以外の県営水道給水エリア（長野市、上田市、千曲市）への設置
・長野県内の６５歳以上の独り暮らし件数は約８４,０００件に達しています。

将来的には６５歳以上の独り暮らし宅の５～１０％程度の設置を希望します。
③日本初の「水道を使った高齢者見守りシステム」としてＡＳＡシステムの全国への展開を行いたい

と考えます。

以上でございます。


